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（１）　�日本における中国産ながいもの　　
位置付け

最近における日本のながいも輸入量の推
移を見ると、生鮮品に関しては、2014年
に大幅に減少した後、回復傾向にあったも
のの、2018年は再び減少し、前年比
29.1％減の550トンとなった。一方、冷
凍品に関しては、生鮮品に比べ輸入量は比
較的安定して推移しており、2018年はほ
ぼ前年並みの696トンとなった（図１）。

輸入先を国別に見ると、生鮮品、冷凍品
ともに中国産とベトナム産で占められてお
り、特に、冷凍品については、そのほとん
どが中国産となっている。
また、中国産ながいもの輸入状況を月別
に見ると、年によって傾向は異なるが、
2018年は、生鮮品および冷凍品ともに上
半期の方が下半期よりも輸入量が多かった
（図２）。輸入価格は、生鮮品については、
月により産地や品種、ブランドなどが異な
ることから、１キログラム当たり500 ～

主要国の野菜の生産動向等
１　中国（ながいも）
２　米国（ブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ））

１　中国（ながいも）

日本が輸入するながいもの多くは中国産であることから、今月号では、中国のながいも
の生産動向等を主産地の山東省および河南省を中心に紹介する。
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図１　日本の国別ながいも輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコードは、生鮮品が071430200、冷凍品が071430100。
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図３　中国のながいも主産地

図２　中国産ながいもの月別輸入量および輸入単価（2018年）

資料：農畜産業振興機構作成

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：10月の生鮮品は輸入実績なし。

1500円と変動が激しい一方、冷凍品は１
年を通して同350円前後で安定的に推移
した。

なお、本稿中の為替レートは、１元＝
17円（2019年2月 末 日 Ｔ Ｔ Ｓ 相 場：
16.91円）を使用した。

（２）生産動向

ながいもは、中国の伝統的な農作物に位
置付けられており、チベット地域を除く中
国各地で生産されている。特に、生産が盛
んな地域としては、山

さん

東
とう

省、河
か

南
なん

省、広
こう

西
せい

チワン族自治区、江
こう

蘇
そ

省、河
か

北
ほく

省、山
さん

西
せい

省
などが挙げられる（図３）。中国全土での
ながいも作付面積は、約28万ヘクタール
とされており、その中でも、作付面積が最
大である山東省と第２位の河南省につい
て、最近の生産動向などを紹介する。
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ア　山東省
（ア）主産地
山東省は、中国のながいも生産の最大産
地となっており、2018/19年度の作付面
積は５万2800ヘクタールで、中国全体の
約２割を占めている。山東省の中で、特に
生産が盛んな地域は、菏

か

澤
たく

市、済
さい

寧
ねい

市、潍
い

坊
ぼう

市、青
ちん

島
たお

市（注１）などが挙げられる（図４）。
菏澤市は、同省のながいも生産の中心地帯

で、生産される品種は、「鉄棍山薬（注２）」
と日本原産の「白玉山薬」となっている。
また、済寧市では、現地特有品種である「細
長毛山薬」が生産されている。

注１：中国では、大きい行政区分から順に、「省級（省、
直轄市など）」、「地級（地級市、自治州など）」、「県
級（県、県級市、市轄区など）」などとなっており、
菏澤市、済寧市、潍坊市、青島市は地級市である。

注２：中国では、ながいもを「山薬」という。

（イ）作型および生育ステージ
山東省のながいも生産の作型は、ほとん
どが露地栽培で、生育ステージは、４月上
中旬に種いもを植え付け、９月下旬～翌４
月下旬に収穫される（図５）。主な品種は、
作付面積の約５割を占める「鉄棍山薬」と

同３割を占める「白玉山薬」が主体である。
「鉄棍山薬」の特徴は、食感が良く、また、
販売価格は高いものの、単収は低い。一方、
「白玉山薬」は日本原産で、耐寒性があり、
単収が高い点が特徴として挙げられる。
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資料：聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
　注：本図は、植え付け、収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみられる。

資料：農畜産業振興機構作成

図５　山東省のながいもの生育ステージ

図４　山東省のながいも主産地
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（ウ）生産動向
近年の山東省のながいも生産動向を見る
と、2014 ～ 16年度は、相場が高水準で
推移したため、農家の生産意欲が高まり、
作付面積が拡大した（表１）。
この間、農家の収益性が高かったことか
ら、出稼ぎ労働者が故郷に戻って、新たに
ながいもを生産するケースや、新たに農地
を借り入れ、積極的に規模拡大を図るケー
スも見られ、増産を後押しした。単収は
10アール当たり2.6 ～ 2.7トンとほぼ安
定したことから、収穫量は増大した。
この結果、2017年度には、ながいも市

場は供給過剰に陥り、価格の急落を招いた。
ながいもの生産コストは比較的高いため、
価格低落により、農家の損失は甚大なもの
となり、農家の生産意欲は大幅に低下した。
このため、2017年度の作付面積は前年度
比20％減となり、収穫量も２割以上の減
産となった。
供給量の減少により、2018年度の価格
は回復し、同年度の作付面積は10％程度
回復することが見込まれている。しかし、
夏の大雨による洪水被害により、単収の低
下が見込まれ、生産量は前年度並みと予測
されている。

（エ）生産コスト
山東省の10アール当たり生産コストの
動向を見ると、2018年度は１万4820元
（25万1940円、2015年度比10.1％増）
と、わずかに増加した（表２）。項目別に
見ると、近年の中国の野菜経営で常態化し

ている土地代と人件費の増加が見られる。
種苗費は、主に前年のながいも価格の影響
を受けて変動するが、2018年度は2015
年度に比べ、ながいも価格が安かったため、
大幅な減少となった。

表１　山東省のながいもの作付面積、収穫量および単収の推移

年度
作付面積（万 ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年度
（増減率）

前年度比
（増減率）

前年度比
（増減率）

2014 5.6 － 148 － 2.64 －
2015 5.8 3.6 ％ 150 1.4 ％ 2.59 ▲ 1.9 ％
2016 6.0 3.4 ％ 160 6.7 ％ 2.67 3.1 ％
2017 4.8 ▲ 20.0 ％ 126 ▲ 21.3 ％ 2.63 ▲ 1.5 ％
2018

（見込み） 5.3 10.4 ％ 126 0.0 ％ 2.39 ▲ 9.1 ％

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
注１：年度は、4月から翌年3月。
　２：四捨五入の関係から、前年度比の数値は誤差を生じることがある。

表２　山東省のながいもの10アール当たり生産コスト（山東省菏澤市単県）

項目
2015 年（元／ 10a） 2018 年（元／ 10a） 2018 年 /

2015 年比
（増減率）

円換算
（円／ 10a）

円換算
（円／ 10a）

土地代 1,500 25,500 1,950 33,150 30.0 ％
種苗費 5,400 91,800 3,675 62,475 ▲ 31.9 ％
肥料農薬費 1,950 33,150 2,130 36,210 9.2 ％
農機具費 150 2,550 150 2,550 0.0 ％
人件費 4,380 74,460 6,840 116,280 56.2 ％
その他 75 1,275 75 1,275 0.0 ％

合計 13,455 228,735 14,820 251,940 10.1 ％
資料：山東省菏澤市単県の合作社や生産者などへの聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
注１：四捨五入や為替換算の関係から、各項目間において誤差が生じることがある。
注２：単県は山東省菏澤市の県級である。
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（オ）卸売価格の動向
山東省の卸売価格を見ると、近年、消費
者の健康志向の高まりを反映し、漢方薬と
しても利用されるながいも需要が増加した
ことから、2016年までは比較的高い水準
で推移した（図６）。これに伴い、生産者

の作付け意欲が高まり、生産量が増加した
結果、2017年は、供給過多となり価格は
低下した。2018年は、１キログラム当た
り４元台で推移しており、比較的安定して
いる。

（カ）国内向け出荷動向
山東省で収穫されたながいもの大部分は
国内消費に向けられ、一部が輸出に向けら
れている。国内の主な出荷先は、上海、武
漢、広州などである。　　　
山東省で生産されるながいもは、これま
で調理用食材として出荷されるものが主体
であったが、近年は、薬用などの加工用途
も徐々に増加している。また、山東省は主

要な生産地域であるだけでなく、加工工場
や輸出企業の多くが所在しており、流通の
拠点ともなっている（写真１～３）。また、
中国のながいも輸出量の約８割は、山東省
から輸出されている。
他の野菜においても、山東省が生産・加
工・流通の拠点を形成しており、この
ことが河南省よりも山東省のながいも生
産の有利な点となっている。
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資料：中国蔬菜網を基に農畜産業振興機構作成

図６　ながいも卸売価格の推移（山東省）

写真１　山東省の寿光農産品物流園の農産物集荷場



65野菜情報 2019.4

写真３　�ながいもを輸送する貨物車両の中
の光景

写真２　�寿光農産品物流園のながいもの取
引形態

イ　河南省
（ア）主産地
河南省は、山東省に次ぐ、中国で２番目
のながいも産地となっており、2018年度
の作付面積は、３万ヘクタールで中国全体
の１割強を占めている。省内の主産地は、
商
しょう

丘
きゅう

市、焦
しょう

作
さく

市、南
なん

陽
よう

市（注３）などである。
中でも、商丘市が同省最大の産地となって
いる（図７）。生産される品種は、「鉄棍山薬」
で、国内向けがほとんどで、北京、天津、

広東、浙江、福建などへ供給されている。
供給量の約95％は調理用食材に仕向け
られるほか、残りの5％程度は漢方薬や健
康食品などに仕向けられている。
なお、河南省のながいも農家は、他の省
と比べ零細農家が多く、価格が低迷した場
合でも、自家保留し冷蔵保存する習慣がな
く、安価でも売り切る傾向が強いと言われ
ている。
注３：商丘市、焦作市、南陽市は地級市である。

南陽市 

焦作市 

商丘市 

資料：農畜産業振興機構作成

図７　河南省のながいも主産地
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（ウ）生産動向
河南省のながいも生産は、コスト上昇と
相場変動による不安定さから、農家は、な
がいもからにんにくや小麦など、相対的に
収益性の高い作物への転換が進んでいる。
そのため、ながいもの作付面積は、2005
年度の約6万ヘクタールをピークに、減少
傾向で推移している（表３）。しかし、
2014年度頃に消費者の間で「鉄棍山薬」
の人気が高まり、相場が高騰したことから、
河南省のみならず江蘇省や河北省などでも

「鉄棍山薬」の作付けが急拡大した。この
結果、供給量が急増し、2016年度以降、
価格低落を招いた。
2018年度の作付面積は、前年度を
3.2%下回る3万ヘクタールと、ピーク時
の半減となり、収穫量も前年度を4.0%下
回る48万トンと見込まれている。
なお、2018年度の河南省のながいも卸
売価格は、3年連続の生産減と需要増から
再び、高騰している。

（イ）作型および生育ステージ
河南省のながいも生産の作型は、山東省
同様、ほとんどが露地栽培である。また、
生育ステージは、4月上旬～ 5月下旬に植
え付け、10月上旬～翌2月下旬に収穫さ
れる（図８）。主な品種は「鉄棍山薬」で
ある。

なお、河南省の主力品種の「鉄棍山薬」
は連作障害を引き起こしやすい品種とされ
ており、小麦やにんにくなどとの輪作に
よって生産されるが、農家によっては、な
がいもの作付けは5～ 10年に１度という
ケースもある。
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資料：聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
　注：本図は、植え付け、収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみられる。

表３　河南省のながいもの作付面積、収穫量および単収の推移
作付面積（万 ha） 収穫量（万トン） 単収（トン／ 10a）

前年度比
（増減率）

前年度比
（増減率）

前年度比
（増減率）

2014 3.7 － 56 － 1.50 －
2015 4.0 8.1 ％ 60 7.1 ％ 1.50 0.0 ％
2016 3.3 ▲ 17.5 ％ 55 ▲ 8.3 ％ 1.70 13.3 ％
2017 3.1 ▲ 6.1 ％ 50 ▲ 9.1 ％ 1.61 ▲ 5.3 ％
2018

（見込み） 3.0 ▲ 3.2 ％ 48 ▲ 4.0 ％ 1.60 ▲ 0.6 ％

資料：河南省農業科学院農業経済および情報研究所の聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
注１：年度は、４月から翌年３月。　
　２：四捨五入の関係から、前年度比の数値は誤差を生じることがある。

図８　河南省のながいもの生育ステージ
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（エ）国内向け出荷動向
河南省で収穫されたながいもは、ほぼ全
量が国内に仕向けられており、北京や天津
のほか、浙江省、福建省、広東省などの南
部の都市へ出荷されることが多い。また、
河南省では、山東省と比べ流通拠点の整備
が遅れていたが、最近では生産者が自ら
ウェブサイトを開設し、インターネットに
より直接実需者と取引するケースも増え、
その市場規模は年々増加しつつある。

（３）消費動向

ながいもは、中国では山
さん

薬
やく

と呼ばれ、滋
養強壮の漢方薬としても利用されており、
消費者の間で広く健康に良い食品と認識さ
れている。
主に、ながいもは、家庭料理の材料とし
て、スープや炒め物などで食されている。
最近は、中国の消費者においても健康に
対する関心の高まりを反映し、漢方薬以外
の健康食品などで、ながいもを原料とした
製品が開発されている。中でも、小包装の
ながいも乾燥エキスの製品は、消費者の支
持を一定程度得ているようである。このよ
うに薬用など健康食品として使用されるな

がいもの割合は、それほど大きくはないが、
そのシェアは年々上昇している。

（４）輸出動向

ながいもは生鮮品または冷凍品などとし
て輸出される。近年は、2016年に1万ト
ンを超えたものの、基本的には8000トン
前後で推移している（図９）。輸出される
ながいもの約8割は、主産地であり、加工・
輸出企業が集中した山東省とされている。
輸出先国別では、2016年までは香港向
けが最も多かったが、2017年以降は大幅
に減少している。
2018年の輸出実績を見ると、日本向け
は米国、マレーシア向けに次ぐ第３位で、
全体の13％のシェアを占めている。日本
向けの輸出は、主に山東省で生産・加工さ
れたものが主体で、品種は日本原産の「白
玉山薬」がメインとなっている。業界関係
者によると、日本向けについては、価格は
魅力的であるものの、規格や安全性などの
基準が厳しく、加工時のロスが相対的に多
いため、一部の加工・輸出企業は、日本へ
の輸出に対し、消極的であるとされている。
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資料：「Global Trade Atlas」
　注：ＨＳコードは07143000。

図９　中国の国別ながいも輸出量（生鮮品および冷凍品等）
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（１）　�ブロッコリー、レタスおよびセル
リーの生産・輸出動向など

ア　ブロッコリー
（ア）　作況
１月中旬、モントレー郡サリナスバレー
などで低温多雨の影響により供給量の減少
が予想されたことから、市況は上昇した。
２月上旬、気温の上昇により、カリフォル

ニア州産ブロッコリーの供給量は増加し、
品質は良好であった。メキシコ産やアリゾ
ナ州ユマ産の一部では、引き続き低温と多
雨の影響を受けた。
なお、本稿中のドルはすべて米ドルであ
り、為替レートは１ドル＝112円（2019
年２月末日ＴＴＳ相場：111.87円）を使
用した。

２　米国（ブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ））

米国からは、日本への輸出が多いブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）（以下「セ
ルリー」という）について、それらの主産地であるカリフォルニア州の生産動向などを、
現地報道などを基に報告する。また、トピックスとして、ウォルマートが進めているブロ
ックチェーン技術を活用したトレーサビリティシステムの概要について報告する。

インペリ アル郡 

サンタバーバラ郡 
ベンチュラ郡 

モント レー郡 

サンルイスオビスポ郡 

サンベニト 郡 

リ バーサイド 郡 

サンタクルズ郡 
フレズノ 郡 

図１　カリフォルニア州の地図

　　　　　　　　　　資料：農畜産業振興機構作成

（イ）　全米生産者価格
2018年11月の全米のブロッコリーの
生産者価格は、前年同月比28.9％高の１

キログラム当たり1.56ドル（175円）で
あった（表１）。需要が堅調であったこと
から前月から価格が上昇した。
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（ウ）　日本向け輸出動向
2018年11月の米国産ブロッコリーの
日本向け輸出量は904トンとなり、前年
同月比39.2％減となった（表２）。また、
輸出額は前年同月比28.1％減の128万
3000ドル（1億4370万円）となった。

輸出単価は前年同月比18.3％高の１キロ
グラム当たり1.42ドル（159円）であっ
た。天候に恵まれ、日本産ブロッコリーの
生育が良好であったことから、輸入量は減
少したものとみられている。

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年11月の東京都中央卸売市場の
米国産ブロッコリーの入荷量は、前年同月
比9.1％減の50トンであった（表３）。ま

た、平均卸売価格は、同14.2％安の1キロ
グラム当たり338円であり、同月に同市
場で最も入荷量の多かった埼玉県産（同
315円）と比較すると7.3％高かった。

表１　全米の生鮮ブロッコリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018 年
11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

生産者価格 1.21 0.89 0.99 0.63 1.03 0.88 1.25 1.03 0.83 1.19 1.13 1.25 1.56
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表２　米国産ブロッコリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

輸出量 1,486 1,177 1,606 2,345 832 2,049 1,312 1,182 1,807 2,132 1,923 1,393 904
輸出額 1,784 1,406 1,935 2,635 1,082 2,505 1,667 1,483 2,325 2,787 2,614 2,046 1,283
単　価 1.20 1.19 1.20 1.12 1.30 1.22 1.27 1.25 1.29 1.31 1.36 1.47 1.42

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

表３　東京都中央卸売市場の米国産ブロッコリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

入 荷 量 55 82 48 53 71 60 100 84 90 124 125 108 50
卸売価格 394 368 344 398 238 297 324 332 353 360 385 354 338

資料：東京都中央卸売市場

イ　レタス
（ア）　作況
1月中旬、低温で降雨が多かったため、
モントレー郡サリナスバレーなどで結球レ
タスやその他のレタスの供給は減少した。

低温の影響により品質は悪化した。1月末
から2月上旬にかけて気温の上昇に伴い一
部で品質の回復が見られたが、その後低温
や降雨に見舞われたことから2月中旬まで
葉の黄変など品質に影響が出ていた。
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（イ）　全米生産者価格
2018年11月の全米の結球レタスの生
産者価格は、供給が少ない中、ロメインレ

タスなどからの需要の移行により、前年同
月の約3倍を上回る1キログラム当たり
1.69ドル（189円）となった（表４）。

表６　米国産レタスの日本向け輸出動向（結球レタス以外）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

輸出量 564 441 187 51 26 1 0 4 29 88 8 113 19
輸出額 990 844 427 120 49 6 0 8 34 161 40 198 33
単　価 1.76 1.91 2.28 2.35 1.87 6.00 - 2.22 1.16 1.83 4.88 1.75 1.70

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

表４　全米の結球レタスの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

生産者価格 0.51 0.67 0.57 0.60 1.03 0.56 0.64 0.57 0.46 0.61 0.57 0.63 1.69
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表５　米国産レタスの日本向け輸出動向（結球レタス）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

輸出量 449 638 950 372 94 105 197 74 282 925 640 758 211
輸出額 531 700 1047 483 241 122 240 86 339 1,000 711 1,261 428
単　価 1.18 1.10 1.10 1.30 2.56 1.16 1.22 1.16 1.20 1.08 1.11 1.66 2.03

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年11月の米国の日本向けレタス
輸出量は結球、結球以外ともに前年同月を
大幅に下回った。結球レタスは前年同月比
53.0％減の211トン、結球レタス以外の
レタスは同96.6％減の19トンであった
（表５、表６）。また、輸出額は、結球レタ
ス、結球レタス以外のレタスともに大幅に
減少し、それぞれ同19.4％減の42万

8000米 ド ル（4793万6000円 ）、 同
96.7 ％減の３万3000米ドル（369万
6000円）となった。
また、輸出単価は、結球レタスが前年同
月比72.0％高の１キログラム当たり2.03
ドル（227円）であった一方、結球レタ
ス以外のレタスは同3.4％安の同1.70ドル
（190円）であった。

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年11月、東京都中央卸売市場の
米国産結球レタスの入荷量は、前年同月比
6.5倍の13トンとなった（表７）。また、

平均卸売価格は、前年同月の約４倍となる
１キログラム当たり322円となった。こ
れは、同月に同市場で最も入荷量が多かっ
た茨城県産（133円）と比較すると、約
2.5倍高かった。
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（ウ）　日本向け輸出動向
2018年11月の米国産セルリーの日本
向け輸出量は、前年同月比4.6％増の565
トンであった（表９）。また、輸出額は、

同27.8％増の43万2000米ドル（4838
万4000円）となった。輸出単価は、同
20.6％高の１キログラム当たり0.76ドル
（85円）となった。

ウ　セルリー
（ア）　作況
１月中旬以降、低温および多雨の影響に
より、カリフォルニア産など主要産地の供
給量が減少し、品質は悪化した。2月上旬、
気温の上昇に伴いサイズは大きくなってき
たものの、供給量は引き続き少なかった。
供給量の減少により価格は高値で推移し
た。

（イ）　全米生産者価格
2018年11月の全米の生鮮セルリーの
生産者価格は、供給量がわずかに減少傾向
となった中、需要が増加したことなどから、
前年同月を3.1％上回る１キログラム当た
り0.67ドル（75 円）となった（表８）。

同月、同市場における結球レタス以外の
レタス（ロメインレタス、フリルレタスな

ど）の入荷はなかった。

表９　米国産セルリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

輸出量 540 492 433 475 704 596 483 588 1,330 571 578 690 565
輸出額 338 300 281 298 445 371 316 443 1,018 444 432 514 432
単　価 0.63 0.61 0.65 0.63 0.63 0.62 0.65 0.75 0.77 0.78 0.75 0.75 0.76

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

表８　全米の生鮮セルリー生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

生産者価格 0.65 0.52 0.46 0.42 0.56 0.68 0.60 0.54 0.47 0.37 0.41 0.45 0.67
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表７　東京都中央卸売市場の米国産レタスの入荷量および平均卸売価格（結球レタス）
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

入 荷 量 2 1 - - - - - - - 29 54 68 13
卸売価格 83 351 - - - - - - - 249 187 362 322

資料：東京都中央卸売市場
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（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年11月の東京都中央卸売市場の
米国産セルリーの入荷量は、前年同月並み
の25トンであった（表10）。また、平均

卸売価格は、同9.5％安の1キログラム当
たり199円であった。これは、同月に同
市場で最も入荷量の多かった静岡県産（同
228円）と比較すると、12.7％安かった。

（２）　�トピック　～ブロックチェーン技術を
活用したトレーサビリティシステム～

世界最大の小売業者であるウォルマート
は、ブロックチェーン技術を活用したレタ
スなど葉物野菜の食品トレーサビリティシ
ステムを、2019年９月までに導入するこ
とを目指していることを発表した。ブロッ
クチェーンは、「分散型台帳」とも言われ、
安全性の高さや運用コストの安価さなどが
特徴であり、仮想通貨などに用いられる技
術である。
同社によると、生産者に対して、2019
年９月までのシステム導入を求めている。
このトレーサビリティシステムの導入によ
り、食品を農場から店舗までリアルタイム
で追跡可能になることを目指しており、産
地が明記されていない袋サラダなどについ

ても、生産された農場を迅速かつ正確に特
定できるようになる。同社は、2017年に
スライスマンゴーにおいて、その生産農場
を追跡する実験を行ったところ、従来の方
式ではメキシコに存在する農場を特定する
のに７日を要したが、ブロックチェーン技
術を利用することにより数秒で追跡するこ
とができたとして、ブロックチェーン技術
を活用したトレーサビリティシステムの優
位性を指摘している。
なお、ブロックチェーン技術を活用した
トレーサビリティシステムである「フー
ド・トラスト（Food Trust）」は、ウォル
マートのほか、ネスレ、ドール、クローガー
など大手企業10社とIBMが共同開発し、
2018年10月８日に正式に立ち上げられ
た。

表10　東京都中央卸売市場の米国産セルリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

入 荷 量 25 34 26 25 31 26 28 27 26 29 27 30 25
卸売価格 220 226 216 215 206 205 196 197 197 193 196 201 199

資料：東京都中央卸売市場
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